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る｡ この見方を考えるためには並列可能性 ･適用可能性を表す ｢背景｣という概念を導入
することが必要と思われる｡
この ｢背景｣という考えは､機能レベルでの系の並列可能性に基づくものであり､実際
- 389 -
研究会報告
の多粒子系は様々な背景の実現モデルの重ね併せと考えられる｡ その意味で空間は背景の
無限の重ね合わせであり､機能的並列性の平準化として得られた構造を持つものとなる｡
また､上で述べたのは時間のある1点における様態に関する機能的な特性であった｡
これに加えて時間が進展し､過去､現在､未来の様相が変化していくさまもこの考えの中
に取り入れなければならない｡このときには並列性そのものの変化という表現の難しさを
持つ問題が現われてくる｡ 離散的な状況においては､recurrentneuralnetなどのモデル
である程度の表現は可能であろう ｡ このときでも､機能としての時間経過の構造として現
われる事態 (入出力のパターン)と､それを我々が記述するための外挿的手段としてのメ
カニズムの2つの段階を区別する必要がある｡ このときには記述手段の厳密化を測ると､
並列性そのものが予め限定された可能性に服する形にならざるを得ない｡そのため入出力
パターの側に着目した多くの事例の統計的相関や異なる表現法に渡るインターフェイスの
可能性といった機能のメカニズムそのものを浮き出させるための手法が必要となるだろ
う｡ 具体的には記述のために費消される情報資源の量と記述メカニズムの相関を考慮した
efectiveequivalenceを一般化するような概念が必要となるものと思われる｡
さらに問題なのは､｢時間｣に連続性を与える場合である｡ 現在のところ-径群のよう
にパラメータで代用する方法はあるが､本質的には操作 ･適用そのものの可分性 ･連続性
の表記が必要となる｡ このことはまだなされていないが､空間の連続性の根幹に関わる問
題であろう｡
背景の概念の分析には､いわゆる因果法則的 ･質点の外的関係に基礎を置く表記以外
に､並列性､適用時における法則のズレの効果といったものを含むいわば情報論的な概念
が必要である｡ 空間･時間がこのような背景概念のある種の理想化であることを考えると
物理的実在性というものは､いままでの物的性格を超えた情報的性格を含むものに拡大さ
れねばならない｡この場合には世界そのものの機能と我々の記述のための手法の間の差異
が暖味なものになる｡ すると先に触れたような機能そのもののメカニズムと記述のための
メカニズムの区別に相当する概念が必要となる｡ この区別 ･タイプ分けはストリクトなも
のというよりも､時間が進むこと､つまり現在が過去になることによって部分的にタイプ
が壊れて行くようなものであろう｡ このような区別の可能性は､連続的な操作 ･適用の表
記に対応したものであろうと思われる｡
この新しい概念分析の方法は我々の日常的な理解の構造に極めてよく合致している｡
そのため､物理的理論の理解の促進のみならず､心脳問題での ｢心｣の概念の機能的な位
置付けや物理における実在性､宇宙論における人間原理の問題といった科学哲学的課題に
も新たなヒントをなげかけるものとなるだろう｡
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